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令和７年１月23日行田市・24日藤沢市◎総合計画について

　奥州市では現在、令和８年度までの第２期総合計画
の最終盤にかかっており、次期総合計画の策定に向け
て令和７年度からその作業が動き出します。私たち新
奥会は次期総合計画の策定に備え、逆に総合計画が無
いパターンも知る必要があると考え、直近に廃止した
埼玉県行田市と、総合計画を廃止した自治体として先
駆的な神奈川県藤沢市で学んできました。
　行田市は総合振興計画という名前でそれまで取り組
んできておりましたが、令和５年に第６次総合振興計
画の途中でそれを廃止して、新たな基本構想を策定す
ることとなりました。総合計画に変わる市政運営の総
合指針として、市が目指す将来
像とその実現に向けた重点政策
で構成され、これを補完する計
画として「行田市実施計画」を
毎年度更新していくというのがそ
の仕組みです。新しい行田の将
来像を絵本のようなストーリー仕
立てで市民にわかりやすく示し、
そこに３つに絞った重点施策を
掲げた、というのが特徴です。

　藤沢市は平成26年に総合計画を廃止し、その代わ
りに市長の任期に合わせた市政運営の指針を定めて取
り組んでいます。意識調査や市民アンケート、関係団
体からのヒアリングなど様々な手法で課題を抽出・整
理した後、目指す都市像やまちづくりのコンセプトを
盛り込んだ基本方針から重点方針を決定、そして重点
事業を組み立てていく、というのが特徴です。
　両市とも、それまでの総合計画ではスパンが長すぎ
て社会情勢の変化に対応しづらいこと、策定までに多
大な労力や時間を要すること、総合計画の構造が複雑
過ぎて市民にわかりづらかったことなどが、廃止の主
な理由でした。一方で長期的な視点で見ると財政計画
上の担保をどうしていくのか、といった課題を感じま
したし、どちらも総合計画廃止後に市長が交代してい
ないため、その後の動きを経験していない不安も見え
てきました。
　奥州市でも総合計画の他に定めてきた総合戦略や市
長が掲げる未来羅針盤プロジェクトがあり、それをど
う次期総合計画に落とし込んでいくのか。令和７年度
にしっかり調査・議論した上で、次の任期に引き継い
でいけるように取り組んでまいります。

　ジャズミュージシャンの渡辺貞夫の出身地
と言うこともあり、地域の音楽活動が盛んで
ジャズ演奏家や評論家と言った人材の輩出が
あることから、まちづくりにつなげていまし
た。ジャズの普及による文化的つながりから
商業的なつながりもみられました。
　当市においても、大滝詠一の出身地でもあ
り音楽の盛んな地域でミュージックバーが点
在することから、音楽がまちづくりの活性化
につながればと言うことで、その先進地域で
もある宇都宮市を訪問しました。宇都宮市で
は文化活動や教育の現場でも音楽に触れる機
会を設けており、ストリートジャズ等も行い、
地域、市民にとって音楽は身近なものととら
えているように感じました。当市においても
商業・観光振興や文化活動の一
環として音楽を盛り上げていけ
ると、まちなかの活性化や文
化交流としても効果が大きい
と期待できると感じました。

新奥会議員活動報告
　早稲田大学マニフェスト研究所による議会改革度調査では、
高い評価を得ている奥州市議会ですが、それに安穏としている
議員は一人もいないと思っております。現在、議会運営委員会
委員長の職を賜り、議会基本条例の検証作業を進めているとこ
ろですが、市民にとってより良い議会としてのあるべき姿を引
き続き模索していきます。
　一般質問では空き公共施設の活用や地区センターについて、
災害時の対応や雇用・事業承継などを取り上げてきました。空
き公共施設の活用は関心度の高い分野ですが、これまでは廃止
が決まってから次の展開を考えるケースが多く、予定が決まっ
ている以上先んじて取り組みを始めることを求めてきました。
災害時の対応に関しては、10月に実際に能登半島に足を運び

現地の様子を見てまいりました。奥州市は広大な面積を有しま
すが、だからといって災害廃棄物を無尽蔵に仮置できるスペー
スがあるわけでもありません。また土地勘の無いボランティア
を受け入れる体制というのも準備しておく必要があります。東
日本大震災のときに比べ技術的な進歩もありますが、復興作業
に係る時間は膨大であり、平時からの想定がいかに重要である
かを感じました。
　令和７年４月からはこれまで何度が取り上げてきた、パート
ナーシップ・ファミリーシップ制度がようやく奥州市でもス
タートします。生きづらさを感じてきた人の心が少しでも和ら
ぐことを願います。

　６月議会一般質問では、「閉校した学校のピアノや文化財の
管理」を質しました。統合先の学校等へ移管。更に地区振興会
を対象とした譲渡会を開催。備品、本は資源物として、ピアノ
は業者に売却。文化財等は歴史遺産課が収集。一部は市のホー
ムページで公開しているとのこと。
　また、「公共施設予約システムの現状と課題」について質した。
運用面の統一や申請から支払いまでオンラインで完結するサー
ビスに向けて改善していくとの答弁。
　12月議会一般質問では、新医療センターについて質した。
奥州医師会が行った「新医療センター整備基本計画中間案アン
ケート」は、63.3％が「賛成できない」と回答。住民投票を
考えた方がよいのではと質しました。

　また、「江刺に文化交流機能を備えた複合施設整備を」を質
しました。奥州市文化会館とその他の文化会館では、利用料金
や減免基準に相違があり、利用料金や減免基準の見直しを検討
するとのこと。「文化芸術推進基本計画」を作成すべきと質し
ました。市長が変わっても揺るぎない文化活動が推進できるよ
う、関係部署と相談しながら前向きに検討すると答弁。
　議会改革検討委員長として、議会改革度ランキング全国２位
に相応しい改革を進め、令和７年度には結果を出したいと思い
ます。
　水沢江刺駅の発車メロディが、今年の10月で５周年を迎え
ようとしている中、３月17日より江刺地域の防災行政無線の正
午チャイムが、大瀧詠一の「君は天然色」に変更になりました。

　今年は東北新幹線水沢江刺駅開業40周年です。エリアプロ
ジェクトも検討が始まり、当時尽力された方々の思いを背負い、
今後の進捗を注視していきます。
　北上川無堤防地域に関して、早期着工は地域の声ですので、
市長はじめ担当課、当該地区議員と共に「北上川治水対策」「国
道４号線東バイパス整備促進等」について、７月12日に国土交
通省をはじめ関係省庁等の中央要望をして参りました。未計画
の地域もあり、これまでと同様に努めてまいりたいと思います。
　一般質問は以下のように致しました。
６月定例会
「民間企業との連携について」
　①「行政と民間企業の連携方策について」
９月定例会
「市の医療施策について」
　①「収支見込みについて」
　②「県や民間病院との関係性について」

２月定例会
「ふるさと納税寄付金の教育長枠の創設について」
　①「小中学校の施設・設備の老朽化における現状と課題について」
　②「教育長枠の創設について」
「新医療センター建設計画について」
　①「計画の詳細について」
　②「運営体制について」

　奥州金ケ崎行政事務組合議員として、以下について質問しました。
「水道用水供給事業について」
　�危機管理対策について
「次期経営戦略について」
　�重点項目について

　建設環境常委員会の副委員長として「（仮）ごみの減量化」
についての政策提言に向けて進めています。
市政調査会の副会長として、議員のなり手不足についての調査
研究を進めています。
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Scene 06 
平日のお昼前、地域の公民館に多くの人が集まっている。ここには週に数回、移動販売車がやって来
て、生鮮食品や日用品、医薬品などを販売してくれるので、運転免許証を返納したり自転車に乗れなく
なったりして遠出が難しい人も、対面で買い物をすることができる。販売車は、管理栄養士やケアマネ
ジャーともオンラインで繋がっているので、栄養面で気になることや、健康上のちょっとした不安などを
気軽に相談することができる。 
「今日もありがとう。怪我をしてから遠出が億劫でね。ここに来ると色々な用が済んで助かるよ。」 
対応してくれた画面の向こうのケアマネジャーの女性に、車いすに乗った男性が感謝を伝える。彼は
勤めた会社を定年退職した後、交通事故で車いすでの生活になったが、長年の趣味を活かして、今も
この公民館で華道の講師として活躍している。 
「どういたしまして。最近も子どもたちの宿題をみてあげてるんですか？」画面の向こうでケアマネジ

ャーの女性が聞く。 
「週に何回か行ってますよ。子どもたちに感謝されるのが嬉しいし、何より子どもと話をしていると気
持ちも若くなるんですよ。」 
行田では、歳をとってクルマを運転できなくなったり、障がいがあったりして一人で遠出ができなくて

も、みんな幸せそうに見える。元気なお年寄りや障がい者もたくさんいて、社会や地域で活躍できる環
境も整っている。彼らや彼女らは、地域での居場所を手に入れ、社会で「役割」をこなすことで、充実し
た毎日を送っている。 
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令和７年１月24日宇都宮市◎ジャズのあるまちについて

20周年記念事業
「書籍：宇都宮とジャズ」発刊（R6.3月）



４．市の財政予測と新病院資金シミュレーション
　市の財政予測は令和７年度、歳入額662億円の予定で、
令和18年度には483.9億円まで人口減少と共に減少し
ていくと予想されます。
　加えて単年度不足額が予想され、財政調整基金の基準
財政規模10％以上の確保と、地方債残高も歳入規模に
併せた償還が必要になります。

　また、奥州市健康こども部・医療局経営管理部から示
された、新病院資金シミュレーションでは2030年に開
業後数年後に資金ショートの可能性が高い。（病院利用率
80.0％で2034年、89.0％では2040年に予想される。年
度内借り入れや市の一般財源からの繰り入れが予想され、
財政的な健全経営の維持に疑問が残る内容となっている。）

５．建設コスト
　当初、建設費は約50億円程度で始まった計画ですが、
人件費や材料費の高騰等が見込まれ、現時点では109.7
億円が案として示されています。また周辺道路整備3.5～
7.8億円、現病院解体費が16.7億円～22.9億円となってい
ます。約30年にわたって市の負担と新医療センターの
各会計から毎年約１億円の拠出予定であり、資金収支シ
ミュレーションからは、その健全性に疑問が残ります。

　各診療科の詳細や、コミュニティー棟の詳細、スタッ
フ用の駐車場についての説明が無く、上記に指摘された
各課題の解決策は見込みが不確実と考えます。「地域医
療懇話会からいただいた主な意見ですが、複数の医師の
委員から完成後の安定経営に対する懸念であるとか、医
師確保の困難さなどを理由とした建設反対の意見、更に
整備場所への異論なども頂戴している。」（令和６年度第
１回胆江圏域地域医療連携会議議事録）とあり、岩手県
医療局、奥州保健所、奥州医師会等と奥州市の医療の在
り方について議論を深め、市民への丁寧な説明とその根
拠について明確にしていく必要性を感じます。

　胆江圏での入院患者数も2025年をピークに、以降減
少基調に入ると予想される。また１日あたりの外来患者
数は既に人口動態と同調して減少しています。

２．奥州市の医療の現状と課題
令和５年度奥州市立病院・診療所経営強化プラン点検・
評価調書から指摘されています。
①医療収益の90％以上が給与費
②病院・診療所のダウンサイジング、合併統合、サテ
ライト化
③高齢者救急の受入体制の強化、在宅医療の体制強化
④他の施設の病床を廃止し１ヶ所にまとめるなど
⑤現実に則した目標値の設定
⑥ローテーションで医師がほかの施設で診察
⑦魅力ある病院づくり

３．総合水沢病院（経営状況）
　水沢病院の医業収益は平成28年度から減少しており、
入院・外来ともに収益が低下しています。給与費は平成
29年度より減少しているものの、医業収益に対する給
与費の割合を示す給与費率は上昇傾向となっています。
そのため医業利益は平成28年度から令和４年度までに
おいて約５億円から約10億円の赤字で推移しています。
　医業外収益・費用を加えた経常利益・当年度純利益は
平成29年度までは黒字、平成30年度から令和２年度まで
は赤字、令和３年度以降はコロナ対応に対する補助金等
により黒字となっていますが、新型コロナウイルス感染
症が平常化した以降は厳しい状況が続くと想定されます。

　平成26年度に稼働率は90％を超えていますが、年々
入院患者数が減少しています。加えて職員１人あたりの
患者数も減少しています。表２の岩手県保健医療計画が
示す通り減少基調になっています。
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　我々の任期もあと１年を残すのみとなりました。倉成市政が打ち上げた「未来羅針盤
図」は、１年前から少しずつ動き出しましたが、この羅針盤には期限が示されていませ
ん。どれから始めるのか順番もわかりません。できるところから始めているのでしょう
か、行き当たりばったり感が否めません。もっと市民に寄り添い市民のための羅針盤で
あってほしいものだと、この一年間感じました。市民の皆様はいかがでしょうか？
　課題は山積しております。我々新奥会は、市民の皆様の声に寄り添い、残りの任期を
全うして参ります。引き続きご支援のほどよろしくお願いします。

　令和６年１月に奥州市新医療センター整備計画が策定さ
れ、以降、奥州医師会等との医療懇話会や市民説明会、新
医療センターに関するシンポジウムが開催されました。そ
の中で市立病院経営の維持と見通し、医師の確保策、整備
推進の詳細の明確化、建設コスト負担への懸念等があげら
れました。我々新奥会では、今までの経緯を整理し、市民
の皆様の検討材料になればと思っています。
　また、奥州医師会様より、「新医療センター
整備基本計画中間案に関するアンケート」の結
果を提供いただきました。感謝申し上げます。
併せて参考にしていただければと思います。

◎奥州市新医療センター整備基本計画中間案に関する
　市民説明会の各地の様子（奥州市公式YouTubeより）

◎新医療センターに関するシンポジウムの様子
（奥州市公式YouTubeより）

１．地域の現状（本県、胆江地区）
　奥州市では合併時に約13万5千人の人口を有していま
したが、合併以降人口減少基調に入り、2025年１月31
日時点で10万7651人となっており、2040年には8万
3273人、2050年には6万9375人の予測となっています。

　高齢化社会で今後増加が見込まれる医療会議需要予測
指数としては2030年をピークに以降減少すると予測さ
れています。

2024年
９月10（火）
胆沢総合支所

12日（木）
衣川健康福祉セン
ター多目的ホール

20日（金）
市役所本庁舎講堂

11日（水）
前沢総合支所

13日（金）
江刺総合支所

21日（土）
水沢地区センター

2025年
２月24日（月）
奥州市文化会館（Ｚホール）大ホール

参照：地域医療システム

参照：奥州市立病院・診療所 経営強化プラン（令和５年度～令和９年度）令和６年３月　奥州市

資料：奥州市病院事業の決算　各年度業務量から作成

資料：奥州市病院事業の決算 各年度業務量から作成

参照：令和７年２月24日「新医療センターに関するシンポジウム」
　　　八幡平市立病院統括院長・全国自治体病院協議会長　望月　泉 氏

水沢総合病院　年延入院患者数の推移

総合水沢病院 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
一般入院１日あたり
平 均 者 患 者 数 132人 137人 127人 123人 101人 73人 52人 48人 40人 45人

稼 働 率 91.4％ 91.2％ 85.2％ 87.9％ 69.8% 50.5% 33.9％ 33.0％ 27.7％ 31.0％
医 師 数 18 19 20 19 13 14 13 10 10 12
年延病床数　一般　53070（145床×365日）

水沢総合病院　職員１人1日当たりの患者数

総合水沢病院 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

医 師
入院 7.4 7.0 6.4 6.3 6.4 5.1 4.1 3.7 3.2 3.6
外来 14.0 12.8 12.0 12.0 13.0 12.3 11.0 12.3 13.1 12.7
計 21.4 19.8 18.4 18.3 19.4 17.4 15.1 16.0 16.3 16.3

看護職員
入院 1.3 1.2 1.2 1.2 1.0 0.8 0.5 0.5 0.4 0.5
外来 2.4 2.3 2.2 2.3 2.1 1.9 1.4 1.6 1.8 1.7
計 3.7 5.6 3.4 3.5 3.1 2.7 1.9 2.1 2.2 2.2

参照：奥州市財政計画〈令和２年度～令和18年度〉令和２年６月　全訂版　財務部財政課

資料：厚生労働省「平成29（2017）年患者調査」
　　　国公立社会保障・人口問題研究所「都道府県別将来人口推計」
　　　（平成30（2018）年３月推計）

参照：岩手県保健医療計画（2024－2029）令和６（2024）年３月策定　岩手県

参照：R7.1.31所管事務調査　奥州市教育厚生常任委員会資料

参照：地域医療システム

参照：岩手県保健医療計画（2024－2029）令和６（2024）年３月策定　岩手県
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